
鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
に
つ
い
て
（
2
/
1
4
設
置
）

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
現
に
も
資
す
る
、
将
来
に
向
け
た
利
便
性
と
持
続
可
能
性
の
高
い
地
域
モ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
再
構
築
に
向
け
て
、
鉄
道
事
業
者
と
沿
線
地
域
が
危
機
認
識
を
共
有
し
、
相
互
に
協
力
・
協
働
し
な
が
ら
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

刷
新
に
取
り
組
む
こ
と
を
可
能
と
す
る
政
策
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
自
由
に
議
論
を
行
い
、
検
討
す
る
。

・
民
間
企
業
で
あ
る
鉄
道
事
業
者
と
、
沿
線
の
地
方
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
が
担
っ
て
き
た
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
利
便
性
・

持
続
可
能
性
の
回
復
に
向
け
て
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
と
は
。

・
鉄
道
特
性
の
評
価
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
指
標
と
は
。
他
の
モ
ー
ド
で
は
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
鉄
道
特
有
の
機
能
と
は
何
か
。

・
「
入
口
論
」
と
し
て
、
鉄
道
事
業
者
と
沿
線
地
域
の
間
で
ど
の
よ
う
な
対
話
の
機
会
が
望
ま
し
い
か
。
円
滑
な
議
論
に
向
け
て
国
と
し
て
ど

の
よ
う
な
関
与
が
必
要
か
。

・
鉄
道
事
業
者
と
沿
線
地
域
の
協
働
に
よ
る
「
出
口
論
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。
利
用
促
進
、
省
力
化
・
省
人
化
、

他
モ
ー
ド
と
の
連
携
、
分
社
化
、
運
賃
の
見
直
し
、
公
有
民
営
化
（
上
下
分
離
）
等
に
よ
る
リ
ス
ク
分
担
、
他
モ
ー
ド
へ
の
転
換
等
の
様
々

な
打
ち
手
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
は
制
度
面
、
財
政
面
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

検
討
会
の
目
的

検
討
会
に
お
け
る
論
点

◎
竹
内
健
蔵
東
京
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
国
際
社
会
学
科

経
済
学
専
攻
教
授

・
板
谷
和
也
流
通
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授

・
加
藤
博
和
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授

・
羽
藤
英
二
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授

・
宮
島
香
澄
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（
株
）
報
道
局
解
説
委
員

・
森

雅
志

富
山
大
学
客
員
教
授
（
前
富
山
市
長
）

※
鉄
道
事
業
者
、
自
治
体
関
係
者
等
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

＜
委
員
＞

・
第
１
回
：
事
務
局
よ
り
趣
旨
説
明
、

鉄
道
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
2
/1
4
）

・
第
２
回
：
自
治
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
3
/3
）

・
第
３
回
：
論
点
整
理
（
4
/1
8
）

・
第
４
回
：
と
り
ま
と
め
の
方
向
性
の
議
論
（
5
/1
3
）

・
第
５
回
：
と
り
ま
と
め
案
の
議
論
（
7
/2
5
）

＜
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＞
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○
国
鉄
改
革
時
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
各
社
に
お
い
て
は
、
都
市
部
路
線
や
新
幹
線
、
関
連
事
業
の
収
益
に
よ
り
、
国
鉄
改
革
時
の
経
営
環
境
を
前
提
と
す

れ
ば
、
不
採
算
路
線
を
含
め
た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
た
（
完
全
民
営
化
時
も
大
臣
指
針
で
ル
ー
ル

化
）

○
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
、
人
口
減
少
や
マ
イ
カ
ー
へ
の
転
移
等
に
伴
う
利
用
客
の
大
幅

な
減
少
に
よ
り
、
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄
道
の
特
性
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

状
況

○
減
便
や
投
資
抑
制
等
に
よ
り
公
共
交
通
と
し
て
の
利
便
性
が
大
き
く
低
下
し
、
更

な
る
利
用
者
の
逸
走
を
招
く
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に

○
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
以
前
の
利
用
者
数
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が

見
通
せ
ず
、
事
業
構
造
の
変
化
が
必
要

～
国
鉄
改
革
か
ら
３
５
年
が
経
過
～

状
況
の
変
化

鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
の
提
言
の
概
要
①

輸
送
密
度
ご
と
の
路
線
割
合
（
JR
旅
客
６
社
）

2
0
0
人
未
満

1
,0
0
0
人
～
2
,0
0
0
人

2
,0
0
0
人
～
4
,0
0
0
人

○
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
大
臣
指
針
を
遵
守
し
、
「
国
鉄
改
革
の
実
施
後
の
輸
送
需
要
の
動
向
そ
の
他
の
新
た
な
事
情
の
変
化
を
踏
ま
え
て
現
に

営
業
す
る
路
線
の
適
切
な
維
持
に
努
め
る
」
こ
と
が
前
提
。
特
に
特
急
・
貨
物
列
車
の
走
行
線
区
等
、
我
が
国
の
基
幹
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
線
区
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
各
社
に
よ
る
維
持
を
強
く
期
待
。

○
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
線
区
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
と
沿
線
自
治
体
は
相
互
に
協
働
し
て
、
地
域
住
民

の
移
動
手
段
の
確
保
や
観
光
振
興
等
の
観
点
か
ら
、
鉄
道
の
地
域
に
お
け
る
役
割
や
公
共
政
策
的
意
義
を
再
確
認
し
た
上
で
、
必
要
な
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
。

今
後
の
方
向
性

国
鉄
再
建
時
の
よ
う
に
、
輸
送
密
度
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
実
証
事
業
等
か
ら
得
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ト
と
デ
ー
タ
を
基
に
多
面
的
に
評
価

守
る
も
の
は
鉄
道
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
足
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
廃
止
あ
り
き
、
存
続
あ
り
き
と
い
う
前
提
を
置
か
ず
に
協
議

○
国
は
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
広
域
的
調
整
が
必
要
な
線
区
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
・
沿
線
自
治
体
間
の
協
議
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
新
た
な
協
議
の
場
を
設
置
。

○
鉄
道
を
維
持
す
る
場
合
は
、
運
賃
・
経
費
の
適
正
化
を
行
い
つ
つ
、
必
要
な
投
資
を
行
っ
て
鉄
道
の
徹
底
的
な
活
用
と
競
争
力
の
回
復

に
努
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
へ
転
換
す
る
場
合
に
は
、
鉄
道
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
利
便
性
と
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
な
ど
、
人
口
減

少
時
代
に
相
応
し
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
し
な
や
か
な
地
域
公
共
交
通
に
再
構
築
。

○
関
係
者
間
の
合
意
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
そ
の
実
現
に
最
大
限
協
力
。
自
治
体
も
必
要
な
関
与
を
強
め
、
国
も
頑
張
る
地
域
を
支
援
。

2
0
0
人
～
1
,0
0
0
人
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○
我
が
国
の
基
幹
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
線
区
（
特
急

列
車
、
貨
物
列
車
が
走
行
等
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
各
社
に

よ
る
維
持
を
強
く
期
待
。
沿
線
自
治
体
及
び
Ｊ
Ｒ
が
協
力
し
て
、
協
議

会
の
開
催
等
に
よ
り
線
区
の
活
性
化
に
取
り
組
む

線
区
の
分
類
、
協
議
入
り
の
基
準
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方

○
危
機
的
な
状
況
の
ロ
ー
カ
ル
線
区
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治
体
（
特

に
都
道
府
県
）
が
中
心
と
な
り
、
法
定
協
議
会
等
を
設
け
、
利
用
者
や

地
域
戦
略
の
視
点
に
立
ち
、
将
来
に
向
け
た
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
関
係
者
と
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
原
則
。
国
は
、

協
議
会
の
円
滑
な
立
ち
上
げ
及
び
進
行
に
積
極
的
に
協
力
【
A
】

○
た
だ
し
、
「
基
本
原
則
」
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
地
域
（
線
区
）
に

お
い
て
、
以
下
の
①
及
び
②
の
要
件
を
満
た
す
線
区
に
つ
い
て
は
、
鉄

道
事
業
者
又
は
自
治
体
の
要
請
を
受
け
、
国
が
特
定
線
区
再
構
築
協
議

会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
廃
止
あ
り
き
、
存
続
あ
り
き
と
い
う
前
提
を

置
か
ず
に
協
議
【
B
】

【
Ａ
】
自
治
体
に
よ

る
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
協
議
会

又
は
任
意
の
協
議
会

国
に
よ
る
協
議
会

（
特
定
線
区
再
構
築

協
議
会
）
（
仮
称
）

【
B
】
鉄
道
事
業
者

又
は
自
治
体
か
ら
の

要
請

必
要
な
場
合
に
は
実
証
事
業
を
通
じ
て

対
策
案
の
実
効
性
を
検
証

方
針
の
決
定

「
鉄
道
を
運
行
す
る
公
共
政
策
的
意
義
が
認
め
ら

れ
る
線
区
」
か
「
B
R
T
や
バ
ス
等
に
よ
っ
て
公
共

政
策
的
意
義
が
実
現
で
き
る
線
区
」
か
の
評
価
に

基
づ
き
具
体
的
対
策
を
策
定

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
き

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
又
は
改
定

各
種
特
定
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
再
構
築
を
実
現

※
合
理
的
な
期
限
を
設
け
て
議
論
（
最
長
３
年
間
）

鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
の
提
言
の
概
要
②

①
利
用
者
の
著
し
い
減
少
等
を
背
景
に
、
利
便
性
及
び
持
続
可
能
性

が
損
な
わ
れ
て
お
り
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
（
Ｊ
Ｒ
各
社
の

ロ
ー
カ
ル
線
区
に
つ
い
て
は
輸
送
密
度
が
1
0
0
0
人
未
満
、
か
つ
ピ
ー

ク
時
の
1
時
間
当
た
り
輸
送
人
員
5
0
0
人
未
満
を
一
つ
の
目
安
と
し
つ

つ
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
線
区
か
ら
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら

総
合
的
に
判
断
）
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

②
複
数
の
経
済
圏
・
生
活
圏
に
跨
る
等
の
事
情
か
ら
、
関
係
者
の
合

意
形
成
に
あ
た
っ
て
広
域
的
な
調
整
が
必
要
（
関
係
自
治
体
及
び
鉄

道
事
業
者
の
意
見
を
聞
い
て
総
合
的
に
判
断
）
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
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鉄
道
を
運
行
す
る
公
共
政
策
的
意
義
が

認
め
ら
れ
る
線
区

B
R
T
や
バ
ス
等
に
よ
っ
て
公
共
政
策
的
意
義
が

実
現
で
き
る
線
区

再
構
築

の
方
向
性

・
地
域
戦
略
と
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
鉄
道
の
徹
底
的
な
活
用

と
競
争
力
の
回
復
（
運
行
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
つ
つ
、
利
便

性
を
向
上
）
に
向
け
、
鉄
道
輸
送
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い

く

・
B
R
T
・
バ
ス
等
を
導
入
し
、
運
行
コ
ス
ト
を
削
減
し
つ
つ
、
増

便
、
ル
ー
ト
変
更
、
バ
ス
停
の
新
設
等
に
よ
り
鉄
道
と
同
等
又

は
そ
れ
以
上
の
利
便
性
を
実
現
し
て
い
く

事
業
者

の 役
割

・
自
治
体
や
他
の
輸
送
モ
ー
ド
と
連
携
し
て
鉄
道
の
利
便
性
と
持

続
可
能
性
の
向
上
に
取
り
組
み
、
鉄
道
の
活
性
化
と
維
持
に
努

め
る

・
（
JR
は
）
自
治
体
や
地
元
バ
ス
事
業
者
等
と
協
働
し
て
新
た
な

輸
送
モ
ー
ド
の
持
続
的
な
運
行
及
び
利
便
性
の
確
保
に
最
大
限

の
協
力

・
（
JR
は
）
鉄
道
区
間
と
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
確
保
、
観
光
を

含
む
地
域
振
興
に
引
き
続
き
協
力

自
治
体

の 役
割

・
公
共
政
策
的
意
義
（
鉄
道
が
各
地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割
）

の
観
点
か
ら
、
上
下
分
離
化
を
含
め
、
今
後
の
在
り
方
に
積
極

的
に
関
与

・
国
と
共
同
で
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
支
援

・
B
R
T
導
入
に
際
し
て
は
、
公
共
政
策
的
意
義
の
観
点
か
ら
、
専

用
道
の
公
道
化
を
含
め
、
今
後
の
在
り
方
に
積
極
的
に
関
与

・
国
と
共
同
で
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
支
援

・
不
要
と
な
っ
た
鉄
道
施
設
の
有
効
活
用
、
橋
梁
等
を
撤
去
す
る

時
期
等
に
関
し
て
の
関
係
施
設
管
理
者
の
配
慮

国 の 役
割

入
口
段
階
：
協
議
会
に
お
け
る
必
要
な
デ
ー
タ
分
析
や
実
証
事
業
へ
の
支
援

出
口
段
階
：

・
協
議
会
で
の
合
意
を
条
件
に
、
認
可
運
賃
と
は
異
な
る
、
地

域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
運
賃
の
設
定
を
可
能
と
す
る
仕
組

み
の
構
築

・
車
両
・
駅
の
整
備
等
の
競
争
力
強
化
や
、
新
た
な
チ
ケ
ッ
ト

レ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
の
ス
マ
ー
ト
化
に
資
す
る
追
加

的
な
投
資
へ
の
支
援

・
自
然
災
害
を
被
っ
た
線
区
を
沿
線
自
治
体
が
上
下
分
離
方
式

を
導
入
し
つ
つ
復
旧
さ
せ
、
鉄
道
輸
送
の
高
度
化
を
図
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治
体
の
負
担
内
容
を
踏
ま
え
、

国
に
よ
る
支
援
内
容
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討

出
口
段
階
：

・
鉄
道
か
ら
B
R
T
・
バ
ス
へ
の
円
滑
な
移
行
を
可
能
と
す
る
制

度
的
枠
組
み
の
整
理

・
車
両
・
駅
、
専
用
道
の
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
案
内
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
、
B
R
T
・
バ
ス
等
が
鉄
道
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
の
追
加
的
な
投
資
へ
の
支
援

・
不
要
と
な
っ
た
鉄
道
施
設
の
有
効
活
用
、
橋
梁
等
を
撤
去
す

る
時
期
等
に
関
し
て
の
関
係
施
設
管
理
者
の
配
慮

鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
の
提
言
の
概
要
③
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